
令和5年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に1回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
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【取組】
・保護者に協力をいただき、「早寝・早
起き・朝ごはん」月間の取組を通して、
望ましい生活習慣についての意識啓
発を行うことができた。
・栄養士が毎日出している児童向け
「給食室から」や保護者向け「給食だ
より」で食育を行っている。
・朝遊び、ふれあいタイム、マラソン月
間、なわとび週間をはじめ、運動会、
パラ陸上教室、なわとび講演会など運
動習慣の推進を行った。
・大田区小学校駅伝大会では、60校
中3位の成績を収めた。
【改善策】
・来年度からの新校舎改築に伴い、校
庭使用が制限されるため、年間を通し
て児童の体力を維持できる取組を考
える必要がある。

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
安全に関する知識を理
解し、対応の仕方を身
に付けている」に肯定的
評価をした割合

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
進んで体力向上に努め
ている」に肯定的評価を
した割合

Ａ

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は学
校の授業で学力が伸び
ている。」に肯定的評価
をした割合
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Ｂ

3:
80％
以上
90％
未満

2:
70％
以上
80％
未満

4:
90％
以上

4:
85％
以上

3:
75％
以上
85％
未満

2:
65％
以上
75％
未満

保護者の学校評価アン
ケートの設問「学校だよ
りやホームページ、緊
急メールによって、保護
者として知りたい情報
が伝えられている。」に
肯定的評価をした割合

目標に対する成果指標

2:
６0％
以上
７0％
未満

4:
80％
以上
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9

学校関係者記入欄

9

令和４年度　大田区立入新井第二小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

学校規模・・・児童数６５３名　学級数学２１級　サポートルーム（特別支援教室）拠点校
目指す学校像…学力・心・身体がバランスよく成長している健康な子供が育つ学校
校内研究テーマ・・・基礎・基本を大事にして　確かな理解をめざす　～国語科「読むこと」の領域におけるユニバーサルデザインと個別の支援の視点を取り入れた授業づくり～

保護者の学校評価アン
ケートの設問「学校は、
子供の人権を尊重する
姿勢で指導している」に
肯定的評価をしている
割合
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と

も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【取組】
・ホームページは、学校だより、学校
行事、給食等について随時更新して
いる。また、昨年度と比べるとホーム
ページの更新は増えている。
・保護者には、緊急時に配信メールを
活用するなど、学校からのお便りと合
わせて情報を発信している。
・地域教育連絡協議会では、学校の
状況報告、児童の様子を知らせると
共に、学校行事には参観に来ていた
だき、評価に繋げている。また、そこで
ご助言いただいたことを日々の教育
活動に生かすことができている。
・学校支援地域本部は、わくわくス
クールの計画や授業ボランティアなど
教育活動の支援を数多くお願いして
いる。
・開校100周年記念式典・祝賀会に向
け、100周年実行委員をはじめ同窓会
や地域の方々に協力を仰ぎ、全校を
上げて盛大に開催することができた。
【改善策】
・来年度、地域人材の活用など地域
力を生かした特色ある教育活動を展
開するためにコミュニティスクールを立
ち上げる。

・地域教育連絡協議会での学校長の報告、学校の様
子、今困っていること、うれしいことよく分かりました。
地域ＯＢとの連絡・信頼がうれしいです。よい学校づく
りの一助となればと思います。
・配信メールは本来の意義に戻り、緊急配信になって
いると思いますが、昨年や三中などは、都度コロナの
児童が発生する度に連絡があるので、その点を不安
に感じる保護者の方もいました。
・開校１００周年では、ありがとうございました。来年度
以降はＣSとして益々入二が発展していくことを一保護
者としてとても楽しみにしております。今後ともＰＴＡを
よろしくお願いいたします。
・ＰＴＡ・雷親父倶楽部のイベントを告知をＨＰでお願い
したいと思いました。
・学校を取り巻く地域、地域を構成する家族がより深く
連携することで、子どもたちの教育、生活環境が向
上。健全に成長する子どもたちが多い程、地域の活性
化も早く進むものと考えられるので、可能な限り、情報
発信は積極的かつ広く行う方が良いと思います。
・地域と学校が一体となって100周年の行事に取り組
み、素晴らしい結果を残せたと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

3:
80％
以上
90％
未満

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

開校100周年に向けて、地域の方や歴代
PTA会長を中心にした周年実行委員会と
教職員や児童が協力して取り組んでいく。

4

3

2:
70％
以上
80％
未満

1:
70％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

大田区漢字検定や東京ベーシックドリルを
実施し、基礎・基本の着実な定着に努め
る。

1:
65％
未満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教員の月当たりの時間外在校時間が４５
時間を超える現状を改善できるように計画
的に仕事を進め、一人一人の意識改革と
校務分担の在り方を見直す。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・1クラスに関しては、学級が騒がしい時期もあり、
算数少人数の理解度と比べると、学力の伸びを感
じる機会は少なくなりました。逆に算数少人数展開
は、非常に学力の向上につながっていると感じてい
ます。（家庭でも引き続き学力向上に向けて努力し
ていきます。）
・補習も授業外の時間を使って行ってくださりとても
ありがたいです。
・意欲を高めるためには、「何のために」という動機
付けが必要と考えられます。

【取組】
・個人面談を行い、保護者に児童の学
習の様子やつまずきを伝えることがで
きた。また、タブレットドリルのステップ
学習の結果を伝えることになっている
が、不具合等が解消していないことか
ら、保護者にはそのことを踏まえて話
をした。
・算数は、少人数展開することで理解
が深まってきている。
・学力効果測定の結果から児童の成
果と課題を分析し、授業改善推進プラ
ンを作成して授業に生かすようにし
た。
・補習の内容については、現在、各学
年の授業で行われている単元を学習
させた。少人数指導や個別指導を行う
ことで理解が高まってきている。
・辞書引き学習を取り入れた。年間２
回の漢字検定を実施。
【改善策】
・基礎・基本の着実な定着のために、
基盤となる学級経営と聞く力の強化を
図る。
・学力効果測定を基に作成した授業
改善推進プランを共通理解し、児童に
身に付けたい力を明確にする。
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1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

3

1:
70％
未満

・不登校に対し、民生児童委員でも見守り、声かけな
ど十分できます。守秘義務があるのでご安心くださ
い。
落ち着かないクラスに関しては、数多くの教員の方々
に入っていただいている事もあり、子どもの自己肯定
感を下げる不適切な発言があったと聞きました。た
だ、その後も該当教員の方への適切な対応をしてくだ
さり、保護者の安心につなげてくださったのではない
かと感じています。
・問題行動や不登校に関しても些細な児童の気持ち
に寄り添って声かけ・対応を管理職含め行ってくださっ
ていて児童一人ひとりが尊重されると感じられている
と思います。
・道徳授業の充実は、子どもが教師を信頼しているこ
とが必須条件。子どもの心の表出を待ち、聞き、受け
止めることが大切と思う。発問は精選して分かりやすく
したい。教材提示もちょっとした工夫で子どもたちの受
け止めが大きく変わるはず。
小動物への愛情など「生き物」への愛情を醸成させる
事が必要かと思います。
・相手の目を見ての「挨拶」は重要だと思います。
・「いじめ撲滅宣言」は素晴らしい取り組みであり、か
け声だけで終わらないことを願います。いじめをなくし
ていくためには全教職員の情報共有だけでなく、すぐ
に対応できる連携も重要だと思います。いじめにかん
する授業は、より身近で具体的な事例を取り上げて行
う事で、自ら考えて行動する力が身に付くと思います。
・児童に関する問題については、各機関と連携し、迅
速な対応ができると思います。

・元気で校庭を走り回る子どもたち、学校大好きと
言っているようでほっとしました。校舎改築の時が
少し心配です。
・マラソン月間では児童が自ら目標を設定すること
により、走りたいというモチベーションにつながり自
発的に参加し、運動をしていました。
・なわとび講演会の後は放課後児童たちが集まっ
て、みんなでなわとびで遊ぶ姿が見られました。来
年度も是非なわとびの強化をよろしくお願いいたし
ます。
・駅伝大会、ドッジボール大会など子どもたちは活
躍していました。
・保護者を巻き込んだ「早寝、早起き朝ごはん」の取
り組みだけでなく、マラソン、なわとびなどの取り組
みについても保護者の協力を得て、体力向上のた
めの生活習慣を意識付けしていく事で、学校からの
発信不足とされる子どもの体力向上に関する低い
肯定評価を払拭できるのではないでしょうか。

・水曜日の定時帰宅対応は大賛成です。学校が魅
力ある場になることは子ども立ちにとって幸せなこと
です。コミュニティースクールの活用大いに期待して
います。
・通常授業もある中でＯＪＴや研究授業等を児童の
ために行ってくださっていて、本当に頭の下がる思
いです。ありがとうございます。
・学校公開後に関しても公開を徐々に再開してくだ
さり、アンケートも行って意見を取り入れてくださり
誠にありがとうございます。
・いつも遅くまで作業お疲れ様です。心身の調子が
一番でございます。
・教職員が業務にゆとりをもつことは、子どもたちへ
の細やかな目配りにつながります。安全かつ安心
できる学校生活に欠かせない要素であると考えま
す。

4

4

3

4

4

4

4

4

【取組】
・小中一貫教育の日において、各教科
に分かれて情報交換を行った。また、
中学生に向けて、特に身に付けさせ
たい力などを共有し、日々の授業で意
識して指導している。
・中学校サポートルームと情報交換を
行い、要支援の児童生徒を確認した。
・道徳の評価について、伝達講習を
行った。
・９月の学校公開で道徳授業地区公
開講座を実施し、人権に関する授業
を行った。
・学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）を実施し、必要に応じて児童との
面談を行い、状況に応じてスクールカ
ウンセラーと繋げることができた。
・金曜日に行う生活指導夕会で、いじ
めや問題行動・不登校児童について
情報共有を行うことができた。また、必
要に応じて校内委員会や学校いじめ
対策委員会を開催した。
・学校いじめ防止基本方針に沿って、
「いじめ撲滅宣言」を実施した。
【改善策】
・道徳教育の評価に関するOJT（伝達
講習）は行うことができたが、さらに道
徳指導の向上のために、講師を招き
研修を行い、道徳授業の充実を図る。
・いじめに関する授業を年間3回以上
行っているが、児童間でのトラブルが
多い。そのことを踏まえ身近なことで
自分のこととして考える機会を設定し
ていく。

4

4

2

4

【取組】
・コロナウイルス感染症対策を取りな
がら、年間３回の学校公開を実施し、
保護者からの意見を受け入れ、授業
改善に努めている。
・今年度は、年間１０回以上のOJTを
実施し、そこでの学びを授業に生かす
ことができている。
・会議を減らし、OJTを設定したことで
学ぶ機会が増えて良かった。
・各種研究発表会に参加し、伝達研修
を行った。
・計画通り校内委員会を実施。その他
にも臨時的に開催したことで特別支援
教育を推進することができた。
・開校100周年に向けた取組を全校を
あげて取り組んだため、教職員の勤
務時間の改善には繋がらなかった。
【改善策】
・今後もOJTや校内研究、各種研修会
等に積極的に参加し、授業力向上を
図っていく。
・水曜日の定時退勤日を実施し、教職
員の働き方改革を推進していく。

3:
80％
以上
9０％
未満

2:
70％
以上
80％
未満

1:
70％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

2

児童アンケートで「タブ
レットを使って、授業に
生かすことができる」と
回答した児童の割合。

4:
80％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・実際にタブレットを使用した授業を拝見して、瞬時
に他児の回答を一斉に見ることができたり、ＩＣＴ機
器に慣れ親しんだ世代の児童たちにとって学力の
定着や学ぶ意欲につながっていると感じたりしまし
た。ただ教員内での格差（得意不得意）があり、オン
ラインや活用度にも統一感が出てくると更によりよく
なるのではないかと思います。（なかなか難しいか
もしれませんが）
・校長先生の言われるとおり、学校の充実は学級経
営の充実が根幹である。朝の会で出席簿で呼名
し、一人ひとりとまなざしを交わすような手立ても有
効だと思う。
・外国語教育の目的は、コミュニケーションを取るこ
と、更に可能なら文化の違いを理解できればベスト
だと思います。「何のために」という姿勢が大切だと
思います。
・児童のＩＣＴの活用について、利用制限やＳＮＳの
使い方について強化をすべきではないかと考えま
す。
・一年生が自分一人でタブレットを操作してリモート
授業を受けていました。感心いたしました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
3:
７0％
以上
８0％
未満 Ｂ

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」運
動を実践する。

3
1:
60％
未満

Ｄ

4

【取組】
・ALTと児童がコミュニケーションを取
りながら行っているが、クラスよっては
十分なコミュニケーションが取れてい
ない。
・算数では、教科書教材を作成し、体
験的に学ばせた。理科は、授業展開
が統一化され、見通しをもって学習に
取り組めるようになった。予想を立て、
実験結果から考察し、子どもが自発
的に取り組んでいる。
・ICT機器を活用した授業では、スクー
ルタクトなどを活用し、視覚化したり共
有化したりすることで理解が深まっ
た。
・大田区人権協力推進校として、発達
段階に合わせた取組を再開している。
〔パラ陸上教室、全盲のプロフルート
演奏会実施〕
・マラソン月間やなわとび週間を設け
るなど児童の体力向上に取り組んで
いる。
【改善策】
・外国語教育は、児童が興味をもって
主体的に楽しく取り組める教材やゲー
ムをALTと相談しながら取り入れてい
くようにする。
・タブレットの使用で、ゲームをする、
動画を視るなどのルールを守らない
使い方については、今後も指導が必
要である。
・来年度から改築工事が始まることを
踏まえた取組を行う必要がある。
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